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東病棟カンファレンス記録
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＜連絡事項＞

· WIZが開かなくなったときは一度電源を切って下さい。

· リネンの置き場所ですが、汚れた物は今まで通りの南病棟へ出し、新しい物は本部側より持ってくる形となります。ゴミ置き場は変わらず南病棟側ですが、室内ではなくドアの外へ出す事になりました。
· 社員旅行のコース選択ですが、観光コース希望者が少なかった為、フリーコースから観光コースへの変更募集、フリーコースでも函館駅やベイエリアまでの乗車は可能とのこと。コース変更、観光バス利用希望者は法人行事運営委員会までお願いします。
· 心電図計は明日まで南病棟で使用しています。
· 皮膚科変更分

　　　　水梨　孝純様～右大転子部治癒。

　　　　和田　昌様～両足第１指、表皮剥離部分はデルモゾールG軟膏処方。

· 学術担当より～「隔離入室体験を通して」と題し、作成予定。文献等もっている方が　いたら提供をお願いします。

· 隔離フローシートの書式が一部変更となります。デスクトップへありますので印刷をして使用して下さい。

· オートドアを通る際、後ろを確認してから通るように各自気を付けて下さい。

· 川端Dｒの捺印を要する書類で緊急性の無い物は、Drファイルへそのまま挟んで置いて下さい。

· 感染委員会より、携帯用トリゾンラブの紛失やもっていない、発注していたスタッフは、新しい物が届きましたので、東Bユニットのミキシング台に置きますので各自取ってください。

　

＜患者様連絡事項＞

· 佐藤　光男様～本日10時退院しています。

· 木村　格冶様～本日松尾歯科受診。化膿止め、痛み止めを持参し帰院しています。
· 長谷川　陽一様～本日お父様より電話あり。19日の外出を希望されています。お母様、

外泊の可否について主治医へ確認していきます。お金の準備については医事へ連絡済です。

· 村山　トシ様～業者洗濯から家族洗濯へ変更となります。

退院後は施設入所の方向で進めていますが、現状況ではグループホームも可能なレベルを維持しています。ケアマネージャーは入院時のご本人と会ったのみ。現在の村山様に会って頂き、今後について検討していくため、面会に来られた際は末政PSWへ連絡お願いします。

· 上村　昭悟郎様～右臀部は、本日午後、小坂Dr診察があります。

· 小井田　美月様～グループホームへの外泊時夜間は良眠だったがベッド上での体動活

発、補水時スタッフへの暴力、車椅子からのずり落ち、奇声を上げることがあったとのこと。対応困難との反応がみられ、施設対応も視野に入れているとのこと。今後について面談予定しており、主治医へ確認。19日11:00～でどうかとの事。グループホーム三老へ確認お願いします。

＜川端Drケースカンファレンス＞

· 横田　ケイ子様～造花いじりは見られなくなっている。尿失禁あり、リハビリパンツ

をご家族より準備していただいている。パンツを脱いでテーブルへ置いている事があったとのこと。他者より注意を受けることはあるが、トラブルとなることはない。土曜日息子様の面会時、息子様だということは理解しているが名前が出てこなかったとのこと。

食事は遊び食べをしながらも摂取出来ている。

入浴時拒否が続いていて体重測定行えていない為、明日測定お願いします。

· 畑山　広志様～外泊時、お母様と口論があったとの情報あり。暴力はなかったとのこ

と。病棟でも他者とトラブルになりかけることがあり、引き続き注意し観察していきましょう。田名部Drより抗精神病薬増薬となっています。症状の観察をして下さい。外泊時の振り返りを促していきましょう。

· 七戸　キミ様～21～22日の外泊希望あり。最近の様子として食事も摂れており、入浴

も時折休むことあるが自主的に入ること出来ている。

· 大沢　とくゑ様～夜は睡眠確保出来ている。最近服薬するまでに時間を要し、服薬拒

否見られている。口に含んでからも吐き出すことある為、口の中の確認を確実に行っていきましょう。

· 小笠原　久年様～先日の面会時カップ焼きそばを食べていたと情報あり。ご家族へ

電話で要求していた様子あり。給水に来た際、喫煙時にも独語聞かれている。自室でも大声出していたとのこと。

· 井畑　光湖様～男性スタッフを気にかけており、「○○さんのことを考えると食欲が　　

ない」と話すことあるが、促しで全量摂取されている。行動に注意していきましょう。

· 糸山　タケ様～妄想様発言聞かれているが、幻聴・妄想に関しては否定されている。

　　　　　　　「薬がまずい」と話すが服薬の拒否はない。他者へ「あっち行け」と話すことあり、トラブルに注意し観察していきましょう。

＜新入院患者様ケース検討＞

三浦　るみ子様（38）　　アルコール依存症・抑うつ状態

主治医：川端Dr　
入院形態：任意（1回目）　
病室：東Dユニット18号室

洗濯：家族

　　　　　　　　　　　　　食事形態：常食、牛乳禁→ヨーグルト

初飲は23歳（Ｈ5年）頃であり、機会飲酒程度であった。

30歳頃からは飲酒が習慣化して、自宅でもビール（1.5L～2L/日）やワイン（1本/日）を飲むようになり、生活リズムの乱れがみられていた。Ｈ18年4月、職場の異動を機に不安感・食欲不振等が出現。同時期より飲酒量が増加し、下長内科へ約1ヶ月間入院。以後、不眠・抑うつ・大量飲酒などがあり、Ｈ19.1.16八戸マナクリニックを受診し、同院への通院・服薬を継続。Ｈ20年5月頃より抑うつ状態・発汗・倦怠感などの訴えが強くなり、同院より入院治療を勧められ、Ｈ20.6.10当院初診。アルコール依存症治療・抑うつ状態改善目的にてＨ20.6.16当院入院となる。

3ヶ月間のアルコール依存症治療プログラムを行うとの説明を受け、本人・家族ともに了承している。家族へは3期目に行われる外泊訓練や家族ミーティングへの協力を依頼している。

　　　病棟では他者との会話も見られている。喫煙する方で、タバコは本人持ちとなります。最終飲酒は、「昨日ビール500ml1本。最後だと思って」と話していたとのこと。

　　入浴に関して、大勢での入浴に抵抗があると本人話していたとの情報あり。明日の入浴は様子を見て、抵抗があるようなら最後に入ってもらう等対応していきましょう。断酒意志の確立を目標にプログラム導入を進めていきます。













